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▲

井
上
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

▲

外
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
渡
り
初
め

▲
あ
い
さ
つ
を
す
る
若
槻
一
夫
さ
ん

▲

健
闘
を
祈
り
町
か
ら
激
励
金
を
交
付

牛
尾
朱
里
さ
ん（
右
）、早
戸
沙
希
さ
ん（
左
）

▲斉藤さんのツィンバロン演奏に聴き入る出席者

▲完成した渡り廊下

▲完成したふるさと庭園「望ヶ丘」

　
七
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
、
中
国
上
海
で
開
催
さ
れ
る
、

第
二
回
女
子
Ｕ
18
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

２
０
０
９
」
兼
「
ユ
ー
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
１
０
年
ア
ジ
ア
予
選

大
会
」
の
日
本
代
表
に
、
横
田
高

校
三
年
の
牛
尾
朱
里
さ
ん
、
早
戸

沙
希
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
七
月
九
日
に
は
、
横
田
高
校
で

激
励
式
が
あ
り
、
井
上
町
長
か
ら

「
万
全
の
体
調
で
大
会
に
参
加
さ

れ
、
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
激
励
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
両
選
手
か
ら

「
ア
ジ
ア
の
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
と

戦
え
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
。
自
分
の

力
を
出
し
き
り
、
日
本
代
表
と
し

て
の
誇
り
を
持
っ
て
プ
レ
ー
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
六
月
に
は
、
同
校
出
身
で

山
梨
学
院
大
学
三
年
の
岩
田
卓
也

さ
ん
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
た
２
０
０
９
男
子
ジ
ュ
ニ
ア

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
に
出
場
し

活
躍
し
ま
し
た
。

国
際
舞
台
で
の
活
躍
を
期
待

横
田
高
校
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代
表
に
二
名
が
選
出

横
田
高
校
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代
表
に
二
名
が
選
出

　
奥
出
雲
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
永
年
お

世
話
に
な
っ
た
四
人
の
委
員
の
皆

さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
奥
出
雲
町
議

会
に
お
い
て
、
新
し
く
四
名
の
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ
ん

・
卯
木
　
晃
哲
さ
ん
（
上
阿
井
）

　
　
　
　
　
　
〈
十
二
年
八
月
〉

・
田
中
　
久
利
さ
ん
　
（
大
馬
木
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
十
七
年
五
月
〉

・
荒
木
　
典
儀
さ
ん
（
八
　
川
）

　
　
　
　
　

〈
二
十
一
年
八
月
〉

・
石
原
　
幸
徳
さ
ん
（
高
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
四
年
八
月
〉

新
し
い
委
員
の
み
な
さ
ん

・
委
員
長

　
　
糸
原
　
健
二
さ
ん
（
三
沢
）

・
職
務
代
理
者

　
　
長
澤
　
嘉
昭
さ
ん
（
竹
　
）

・
委
　
員

　
　
重
栖
　
保
久
さ
ん
（
亀
嵩
）

・
委
　
員

　
　
植
田
　
生
夫
さ
ん
（
下
横
田
）

　
任
期
は
平
成
二
十
一
年
六
月
二

十
三
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
六
月

二
十
二
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
奥
出
雲
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
奥
出
雲
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
六
月
二
十
六
日
、
奥
出
雲
町
国

際
交
流
協
会
主
催
に
よ
る
、
「
哀

愁
の
響
き
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ツ
ィ

ン
バ
ロ
ン
」
が
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ア
ジ
ア
で
唯
一
、

指
導
者
の
資
格
を
持
ち
、
世
界
の

演
奏
会
で
活
躍
す
る
ツ
ィ
ン
バ
ロ

ン
奏
者
の
斉
藤
浩
さ
ん
に
よ
る
、

幻
想
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ツ
ィ
ン
バ
ロ
ン
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
伝
統
的
な
打
弦
楽
器
で
、
台

形
の
木
箱
（
重
さ
約
百
�
）
に
、

百
三
十
三
本
の
金
属
の
弦
を
横
に

張
り
、
細
い
バ
チ
で
弦
を
打
ち
鳴

ら
す
楽
器
。

　
こ
の
日
の
演
奏
会
で
は
、
三
十

年
前
に
ツ
ィ
ン
バ
ロ
ン
曲
と
し
て

日
本
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
Ｇ
・

ア
ラ
ガ
の
コ
ン
サ
ー
ト
エ
チ
ュ
ー

ド
「
嵐
」
や
日
本
の
「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斉
藤
さ
ん
が
留
学
中
に

撮
っ
た
写
真
の
紹
介
や
、
自
ら
が

調
理
指
導
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
家

庭
料
理
「
グ
ヤ
ー
シ
ュ
」
と
呼
ば

れ
る
ス
ー
プ
が
振
る
舞
わ
れ
、
出

席
し
た
会
員
約
三
十
人
は
、
演
奏

を
堪
能
し
な
が
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
歴
史
や
食
文
化
に
も
触
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
演
奏
会
に
先
立
ち
行
な

わ
れ
た
、
同
協
会
の
総
会
に
お
い

て
、
永
年
会
長
を
務
め
ら
れ
た
景

山
明
彦
（
三
沢
）
さ
ん
が
退
任
さ

れ
、
新
し
く
藤
原
弘
道
（
三
成
）

さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

哀愁の響き・
ツィンバロン演奏会
哀愁の響き・

ツィンバロン演奏会

奥出雲町国際交流協会

キ
ロ

　
今
年
四
月
に
開
園
し
た
馬
木
幼

児
園
の
渡
り
廊
下
が
完
成
し
、
七

月
二
日
、
渡
り
初
め
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
井
上
町
長
ほ
か
来

賓
二
名
と
園
児
代
表
三
名
に
よ
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、

続
い
て
出
席
者
約
百
人
が
、
旧
幼

稚
園
側
か
ら
旧
保
育
所
ま
で
の
全

長
約
七
十
�
を
、
外
の
景
色
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
渡
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
宍
戸
理
事
長
か
ら

「
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
心
ひ
と

つ
に
し
て
努
力
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
さ
ら
に
、
井
上
町
長
か
ら
「
幼

児
教
育
の
架
け
橋
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
馬
木
の
豊
か
な
自
然
が

織
り
込
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
語

り
か
け
る
歌
詞
で
、
新
し
く
出
来

た
ば
か
り
の
「
馬
木
幼
児
園
の
歌
」

を
園
児
全
員
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に

歌
い
、
式
典
に
彩
を
添
え
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
五
歳

児
ら
い
お
ん
組
の
園
児
十
四
人
に

よ
る
銭
太
鼓
や
地
元
の
乙
女
会
と

の
合
同
演
奏
も
行
な
わ
れ
、
地
域

の
方
と
と
も
に
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　
渡
り
廊
下
の
窓
か
ら
は
、
吾
妻

山
か
ら
の
朝
日
が
差
し
込
み
、
隣

接
す
る
馬
木
小
学
校
の
授
業
風
景

も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
現
在

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
異
年
齢

交
流
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
こ
の
渡
り
廊
下
が
、
様
々

な
交
流
や
活
動
の
架
け
橋
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

交
流
の
架
け
橋

馬
木
幼
児
園

渡
り
廊
下
完
成

馬
木
幼
児
園

馬
木
幼
児
園

渡
り
廊
下
完
成

渡
り
廊
下
完
成

郷
土
の
発
展
と
観
光
振
興
に
寄
与

郷
土
の
発
展
と
観
光
振
興
に
寄
与

郷
土
の
発
展
と
観
光
振
興
に
寄
与

ふ
る
さ
と
庭
園

ふ
る
さ
と
庭
園「
望
ヶ
丘
」

「
望
ヶ
丘
」完
成
完
成

ふ
る
さ
と
庭
園

ふ
る
さ
と
庭
園「
望
ヶ
丘
」

「
望
ヶ
丘
」完
成
完
成

メ
ー
ト
ル

　
亀
嵩
地
区
、
国
道
四

三
二
号
沿
い
の
久
比
須

地
内
に
、
ふ
る
さ
と
庭

園
「
望
ヶ
丘
」
が
完
成

し
、
七
月
十
一
日
、
関

係
者
や
地
元
住
民
な
ど

約
百
人
が
出
席
し
て
、

竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
庭
園
を
造
っ
た
の
は
、

亀
嵩
出
身
の
若
槻
一
夫

さ
ん
（
広
島
市
在
住
）
で
、

ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し

に
と
、
三
年
前
か
ら
私

財
を
投
じ
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
庭
園
は
、
約
三
千
三
百
㎡
の
広

さ
が
あ
り
、
四
種
類
の
ツ
ツ
ジ
約

千
二
百
本
や
リ
ン
ゴ
の
木
約
六
十

本
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
頂
上
に
は
玉
峰
山
を
正

面
に
望
む
展
望
台
が
２
箇
所
あ
り
、

二
十
体
の
彫
刻
や
休
憩
で
き
る
東

屋
、
屋
外
ベ
ン
チ
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
若
槻
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
も
、
町

内
小
中
学
校
へ
の
教
育
備
品
の
寄

附
を
は
じ
め
、
町
へ
の
福
祉
寄
附
、

奥
出
雲
町
初
の
ふ
る
さ
と
納
税
、

ご
当
地
演
歌
「
忘
れ
な
い
で
奥
出

雲
」
の
制
作
な
ど
、
町
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
槻
さ
ん
は
「
こ
の
庭
園
が
多

く
の
町
民
の
方
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
庭
園
の
整
備
に
努
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　


